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成果の概要／田中 耕一郎 

 

名称：女子中高生および大学生による理学探究活動推進事業 

 

概要： 

京都大学理学部における女性学生比率の向上を目指して、女子中高生の理学への興味関心

の一層の喚起と理学部での生活や将来への視野の理解の向上を目的として、主にオンライ

ンで、また対面によるイベントも取り入れ、主に 4 つの事業を実施した。 

 

１．事業の日時等 

(1)理系女子高生オンライン塾 2022 

 日時：2022 年 7 月 26 日（火）9:30～16:30 

 場所：オンライン（Zoom） 

 

（2）女子高生向け理学探究活動推進事業 COCOUS-R （ここ あす あーる） 

 日時：2023 年 3 月 7 日（火）、8 日（水）、9 日（木）、14 日（火）、15 日（水）、 

16 日（木）、22 日（水）、23 日（木）、28 日（火）、29 日（水）、30 日（木） 

 場所：オンライン（Zoom） 

 

(3) 理学女子会 

  ・対面での会議 

日時：2022 年 11 月 29 日（火）、12 月 22 日（木） 

  場所：理学研究科 1 号館応接室、総合研究 5 号館 B14 学際社会交流室 

 ・理学女子ランチ会 

  日時：2023 年 2 月 14 日（火） 

  場所：理学研究科セミナーハウス 

 ・女子高生のための京都大学理学部案内 －宇宙＆生物－ 

  日時：2023 年 3 月 5 日（日） 

  場所：理学研究科セミナーハウス 

 ・理学部・理学研究科の公式インスタグラムの運用開始を提案 

  2023 年 3 月 31 日（金）に初投稿。 

 

(4)京都大学理学部紹介冊子「京大理で学ぼ。」を発行 

  発行日：2023 年 3 月 31 日 紙媒体 B5 サイズ 3000 部  

   WEB ページ https://sci.kyoto-u.ac.jp/ja/about/publications/manabo で一般公開   

 

https://sci.kyoto-u.ac.jp/ja/about/publications/manabo


2. 内容 

女子中高生向けのイベント実施や冊子制作を行う一方で、理学部・理学研究科の主

に学生からなる理学女子会を結成した。 

 

(1) 理系女子高生オンライン塾 2022 

理学研究科と生命科学研究科とで実施し、98 名の女子高校生の参加者があった。 

 

(2) 女子高生向け理学探究活動推進事業 COCOUS-R 

実質人数 45 名の京都大学理学部や京大理系学部を志望する女子中高生が参加し、

のべ 64 名の女子中高生が Zoom 会議に参加した。本事業実施に当たっては、学校参

加として、女子中高生を指導する高校教員にも連絡をとりながら事業実施を進める体

制を取っている。 

 

(3) 理学女子会 

    研究員 1 名および学生 4 名の女性からなる理学女子会を結成した。電子掲示板

Slack による情報交換の他、対面で集まり会議を行い、理学女子会から下記のことに

ついて提案がなされ、実施された。 

・理学女子ランチ会 

 理学部・理学研究科の女性学生 8 名が集い、お互いがもつ情報について交換した。 

・女子高生のための京都大学理学部案内 －宇宙＆生物－ 

 「女子高生のための京都大学理学部案内 －宇宙＆生物－」を 2023 年 3 月 5 日に開

催し、合計 81 名（第 1 部 49 名、第 2 部 32 名）の女子中高生の参加者があった。 

・理学部・理学研究科 公式インスタグラム 

   3 月 31 日より、理学部・理学研究科 公式インスタグラム 

   https://www.instagram.com/kyodai_science/ 

   の運用を開始した。 

 

(4) 珠玉の少女まんが進化形フラワーズ（小学館）に連載中「数字であそぼ。」と特別コラ

ボレーションをして、冊子「京大理で学ぼ。」を紙媒体（B5 サイズ、20 ページ、

3000 部）発行およびデジタルブック作成をした。 

 

3．成果 

イベント参加者へのアンケートでは、京都大学への入学希望の度合いで、イベント参加

前から参加後に「とても入学したい」が大きく増え、実りある事業を実施できた。 

また、理学女子会の活動により、女性の立場により配慮した企画立案ができるようにな

った。 

https://www.instagram.com/kyodai_science/


 

４．備考 

 本事業(3)及び(4)の実施において、京都大学男女共同参画推進センター「女子中高生向

け魅力見える化コンテンツ作成等支援事業」による支援を受けた。 

 






